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とιろ C. ιのような諸施策が推進されるなかで， 最近， 欧米諸国では，
「労働の人間イじJが叫ばれ， あるいは「労働生活の質 CQWL.Qual町 ofWor-
king Life)J (J)改善が主張せられている。労働生活の質の改善では，主として，
単調，反復イじした労働から生ずる問題を解決して，働きがいを生みだそうとす





































































という ζ とになる。そして，労働者が単調労働に不満をもっている ζ とが，調
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れら 4点を含むものとして広〈定義されている% また ILOも労働の人間
化をすすめてきたが，その時，労働の人間化として考えられてきたものとして，
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は，作業のみならず計画やコ Y トロ ノレの機能をも労働者に分担させるよとへ
あるいは，ハーズパ-p-における動機づけ要因を仕事に含めていくこととされ
るが9l そのような職務の充実により， 労働者の満足も上昇し，能率も改善さ
れたという報告は，有名なものでもイギリスでは 1C 1社，アメリカでは， ウ
ヱスタ γ ・エレクトリック社， AT&T社等々，イタリアではフィアット社，
オランダではフィリップ社， 日本では三菱電機の中津川工場，福山工場等につ
いてみられる10)。そして， このような， 職務充実は， ポ ノレ&ロパートソ γ
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活の質の改善も広蓋に使用される場合にはここでみた労働の人間化におけ忍項目と同様のもりを
含む。
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をえない。そこで，職務充実におけるコ Y ティ γ ジヱ :/Y ・セオリーが形成
される。ライフ&モユヅク (W.E. Reif and R. M. Monczka)は，①作業の属
性，①d仁理的状態， (互技術の性質，②経営のあり方の 4分類の下に24の項目を
あげて，それぞれについて，職務充実に有利な条件，不利な条件とL寸形で，





性ーを強調することから行なわれる。 しかし， 批判者であるシヱパ ド(J.M
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tions， Vol. 24， 1971， Reprinted in L. Davis and ]. C. Taylor (eds.)， Desぽ7lof Jobs， 1972. 
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ストがある。
13 (450) 捕 115巷第6号
Tグループの利用は技術によっ亡制約されると述べ，小さな自律的作業集団を
提案していたといわれる1% そし亡， 1955年には，ストラウ y、(G.Stra，U回〉は，
ペイ Y ト室の女子作業者のグループにコ y ベア スピードの自主的決定をまか
せたところ， 能本も上昇し， 従業員の満足も改善されたことを報告している
L.16)， 1961年，グリロフ (Kuriloff)は， 組立ライ Y全廃止して向主的に作業ベ
ースを決める 7人の小さなグループに，仕事の完成の責任をもたせたと ζろ，
生産性で30%の上昇をみ，満足も改善されたという 1九 また，イギリスの研究
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このように，現在では， I労働の人間化」あるいは， r労働生活の質j の改善
を実現するために，技術の選択を含めて，作業組織の再編成が試みられている。
アメリカにおいては， 1969年の労働省による労働条件調査以来，労働省は多数
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Yロタ&ウォノレフソ/'(D. Sirota and A. D. Wo1fson)が報告している28L
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作業組織の再編成 (453) 11 
つぎに，米国の多くの研究者にとっては，自律性を与える ζ とには1950年の
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剖〕 青木宗也制動虫害の現状と皆勤安全宿生法の問題点， r労働安全衛生読本J (月刊労働問題
増可目的昭和'0年4月。
国〕 中山三郎編「士員参加睦営の考え方k実際J昭和47年に，日立逸船， トヨタ等のケー スが報告
さオれているロ
36) 労勤省「労働統計要覧J1975，第170衰の臼!)o






















いても， 1 C 1社で労使聞の交渉後，職務充実がはかられたケースがある。
しかし，他方では，アメリカの国際機慨工労動組合のウィンピジンガー (W
W. Winpisingl町〉は， 職務充実は時間研究， 動乍研究の別名ではないかといっ
てこれに反対する。エベ lップウォッチを社会科学者の質問票にとりかえ亡みた
ところで労働者には何の利益もないというのである。もし，経営者が職務を充
:17) R. Poor， 4 days. 40 h脚内， 1960，鈴木博訳「週4日制」昭和46年。























職務編成の内容については. ~r 画， コγ トローノレの機能あるいはそティベー
タ が職務へ導入され，それにより労働者の能力が増進されるにしても，それ
38) W. W. Winpisinger， Job Enrichment: Another Part of Forest，" Procιd加gsofTwenty
F，ザihAnn叩 ersaryM包eting(IRRA Series). 1973 
39) QWLの意味するも凪 rIEJ1974年6凡におけるインタピューでの回答記事昭
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42) もちろん』 ドラモツト&ウォー カー も云うように， r労働の人間化」で何が主主味されるかは歴
史的にも変化し，発展してきており，まずこ，労働生活の質においても同様りことがいえ，統一的
な理解が成立しているわけではない。なお，次を参照o J. Mire，“Improving W orking Life 
the Role of European Unions，" M L. R.. Sept. 1974 
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1に労働組合の考え方等からみても，職務充実論者の考え方からみても，職務
充実等の作業組織の再編成の実施には雇用保障，賃金等の労働諸条件，作業環
境が一定の満足すべき水準に達していることが必要だと考えられる点であり，
第2に，作業組j織の再編成による労使関係シλテムへの影響の問題で，再編成
が，個々の企業内での責佳の分担という形で，社会的に通用する技能の蓄積を
可能としない方向ですすめられると，労働市場の企業別化が進行すると考えら
れることであった。
